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「
袴
田
事
件
」
の
報
道
に
関
す
る
質
問
主
意
書

本
年
十
一
月
十
八
日
の
朝
日
新
聞
に
お
い
て
、
「
死
刑
確
定
判
決
の
『
矛
盾
示
す
証
言
』

袴
田
事
件
再
審
弁
護
団
」
と
の

見
出
し
で
、
「
静
岡
県
で
一
九
六
六
年
に
一
家
四
人
が
殺
害
さ
れ
、
放
火
さ
れ
た
事
件
で
死
刑
が
確
定
し
た
袴
田
巌
（
い
わ

お
）
死
刑
囚
（
七
七
）
の
第
二
次
再
審
請
求
に
絡
み
、
同
僚
が
事
件
当
時
、
『
（
現
場
近
く
の
）
寮
か
ら
消
火
活
動
に
向
か
っ

た
と
こ
ろ
、
袴
田
（
死
刑
囚
）
が
後
ろ
か
ら
つ
い
て
き
た
』
と
証
言
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
確
定
判
決
は
、
事
件
直
後

に
袴
田
死
刑
囚
を
見
た
者
は
い
な
い
と
し
て
い
た
。
静
岡
地
検
が
今
年
七
月
に
開
示
し
た
証
拠
一
三
〇
点
の
中
に
含
ま
れ
て
い

た
と
い
う
。

確
定
判
決
で
は
、
袴
田
死
刑
囚
は
六
六
年
六
月
三
〇
日
午
前
一
時
過
ぎ
、
静
岡
県
清
水
市
（
現
・
静
岡
市
清
水
区
）
の
み
そ

製
造
会
社
の
専
務
宅
に
侵
入
し
、
四
人
を
殺
害
、
放
火
し
た
。
出
火
は
午
前
一
時
五
〇
分
ご
ろ
で
、
午
前
二
時
半
ご
ろ
に
鎮
火

し
た
。
判
決
は
犯
行
前
日
の
午
後
一
〇
時
半
ご
ろ
か
ら
鎮
火
近
く
ま
で
、
袴
田
死
刑
囚
を
見
た
者
は
認
め
ら
れ
な
い
と
認
定
し

て
い
た
。

弁
護
団
に
よ
る
と
袴
田
死
刑
囚
は
当
初
、
『
出
火
当
時
は
寮
で
寝
て
い
た
』
と
供
述
し
て
お
り
、
『
同
僚
の
証
言
は
供
述
を

裏
付
け
る
』
と
み
て
い
る
。
来
月
二
日
に
は
、
検
察
側
と
弁
護
団
双
方
が
再
審
開
始
の
是
非
を
争
う
最
終
意
見
陳
述
書
を
提
出

一



す
る
。
弁
護
団
は
こ
の
証
言
が
確
定
判
決
の
矛
盾
を
示
す
も
の
と
し
て
、
最
終
意
見
に
盛
り
込
む
か
検
討
中
と
み
ら
れ
る
。

弁
護
団
は
、
犯
行
時
の
着
衣
と
さ
れ
る
『
�
点
の
衣
類
』
に
つ
い
て
『
捜
査
機
関
の
捏
造
（
ね
つ
ぞ
う
）
』
と
し
て
お
り
、

Ｄ
Ｎ
Ａ
鑑
定
の
結
果
な
ど
を
最
終
意
見
陳
述
書
で
示
す
予
定
。
同
僚
の
証
言
と
と
も
に
、
再
審
開
始
の
た
め
の
『
無
罪
を
言
い

渡
す
べ
き
こ
と
が
明
ら
か
な
新
証
拠
』
と
認
め
ら
れ
る
か
ど
う
か
が
焦
点
に
な
る
。
」
と
の
報
道
が
な
さ
れ
た
。

右
の
報
道
を
踏
ま
え
、
以
下
質
問
す
る
。

一

右
の
報
道
を
法
務
大
臣
は
承
知
し
て
い
る
か
。

二

右
の
報
道
で
指
摘
さ
れ
て
い
る
新
証
拠
は
、
「
静
岡
地
検
が
今
年
七
月
に
開
示
し
た
証
拠
一
三
〇
点
の
中
に
含
ま
れ
て
い

た
」
と
あ
る
が
、
そ
れ
は
事
実
か
。

三

被
告
人
に
有
利
な
証
拠
が
隠
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
事
実
を
誤
認
し
て
人
を
処
罰
す
る
こ
と
を
防
止
す
る
た
め
、
公
判
前

整
理
手
続
等
に
付
さ
れ
た
事
件
に
限
定
さ
れ
ず
、
有
罪
判
決
確
定
後
の
再
審
請
求
事
件
を
含
め
た
、
全
て
の
事
件
に
適
用
さ

れ
る
全
面
的
証
拠
開
示
規
定
を
創
設
す
べ
き
で
あ
る
と
考
え
る
が
、
改
め
て
全
面
的
証
拠
開
示
に
対
す
る
法
務
大
臣
の
見
解

を
問
う
。

四

右
の
報
道
に
あ
る
新
証
拠
以
外
に
も
、
「
Ｄ
Ｎ
Ａ
鑑
定
結
果
」
な
ど
、
数
多
く
の
袴
田
さ
ん
の
無
実
を
証
明
す
る
証
拠
が

二



存
在
す
る
と
承
知
す
る
が
、
過
去
の
い
わ
ゆ
る
「
冤
罪
事
件
」
の
反
省
か
ら
、
法
務
大
臣
と
し
て
傍
観
す
る
の
で
は
な
く
、

適
切
に
対
処
す
べ
き
と
考
え
る
が
見
解
は
如
何
に
。

五

一
般
論
と
し
て
、
法
務
大
臣
が
現
在
訴
訟
係
属
中
、
ま
た
再
審
請
求
審
係
属
中
の
事
件
に
か
か
わ
る
事
柄
に
つ
い
て
の
答

弁
を
差
し
控
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
理
由
は
如
何
に
。

右
質
問
す
る
。

三


